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第24回医療体育研究会／ ア ジ ア障害者体育ス ポー
ツ 学会日本支部会　第 5回合 1司大会　抄録集

る。
（2）一人ひ と りの 障 害 の 状 況 に応 じた役割 に よ る 「花 の 郷」 らい

しチ
ーム 作 りの 検討が必要で ある。

（3＞ ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ の拡 充 も必要で ある。

障害者の スポーツチ ャ ンバ ラ
ー心拍数 か ら視た運 動強度一

○安井友康〔北海道教 育大学〉
白崎研司〔北海道立伊 達高等養護学校）

　ス ポ
ー

ツ チ ャ ンバ ラ は 、叩 い た 方が 勝 ち と い うル ー
ル の 挙純 さ

と道具 の 安 全性 ならび に応用性な どか ら障害者 の 取 り組 みや すい

ス ポー
ッ として 認識 され て きて い る 。今回の 研究 は 、知 的障 害者

の ス ポ
ー

ツ チ ャ ン バ ラ活 動 中の 運 動 強 度 が どれ く らい に な る の

か 、ま た それ が知的障害の 程 度や 身体 組成 など と関連が ある の か

を、心拍数 を指標に 明 らか に す る こ と を 目的 と して行 っ た。
　対象者 は知 的障害 の 高等養護学校 に通 う生 徒 15 名で あ る。な

お 対照 と して 健常 の 中学生 4 名の 測定 も行 っ た。測定 は約 5分 問

の 練習試合 の 開始 か らリカバ リーまで とした。その ほか 身長 ・体
重、BMI 、体脂肪率、知的障害の 程度、指導者 に よ る熟練度 の 評

価 な どとの 関係を分析 した。
　そ の 結果、健常児 に比 較する と、全 体として 運動負荷 レ ベ ル は

低 い もの の 、比 較 的 高 い 運 動 強度 と な る こ とが 明 らか に な っ た。
さ ら にBMI や体脂肪率 と の 関係 も伺わ れ た。

ス ポー
ツ 用義足へ の 対応　〜サ

ー
フ ィン、ス ノ

ー
ボード〜

〇 三 田 友記 1）、北村昭 子 2 ）

国立身体 障害者 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン セ ン タ
ー

研 究所 補 装 具 製作部 1 ）

病院 第
一

機 能回復部訓練部2）

【は じめ に 】義足 の 機 能が 単に移動手段 に 限 らず、ス ポ
ー

ツ へ の

参加 を可 能 にす る こ と は、パ ラ リ ン ピ ッ ク に おける ア ス リ
ー

トた

ち の 活躍 に 明 白で あ る 。ス ポー
ツ 義足 へ の対応事例 を報告 す る と

と もに、対応方針につ い て 検討 した 。

【目的 1 切 断 者 の ス ポ
ー

ツ へ の 参加 を、義足機 能 と心身 ・身体 機

能 との バ ラ ン ス を と る こ とに よ っ て 可 能 に し、活動 と参加へ の 制

限 を少な くす るこ とを目的 として、ス ポ
ー

ッ 用義足 へ の 対 応 を行

う。
【事例 1　サ

ー
フ ィ ン 】電車事故 に よる 両下 腿切 断 ・男性 ・40歳 ・

雑 誌 編 集長。受傷前か らサーフ ィ ン を日常 的に して お り、再 起 へ

の 渇望は 非常 に強 く、千葉県外房に て 2回に わ た る トラ イ ア ル を

行 っ た。
【事例 2　ス ノ

ー
ボ
ー

ド】 自動車事故 に よ る 右大腿切断 ・女性
・21

歳 ・家事手伝い ，毎 シ
ーズ ン 、山ご も りを して イ ンス トラク タ

ー

を 目指 すほ どで あっ た。や は り再起 へ の 渇望 は強 く、人工 ス キ ー
場 で の トラ イ ア ル を行 っ た。
1考察】両例 と もに切 断後初の フ ィ

ー
ル ド復 帰 に 、精神 的充足 は

得 られた よ うで ある が、ス ポ
ー

ツ と して は もちろ ん、レ ク リエ
ー

シ ョ ン レペ ル で の パ フ t
一

マ ン ス 獲得 に も程遠 い 結 果で あ っ た。
受傷 前の 動作 イメ ージ が 義足 コ ン トロ

ール を 困難 に して い る と考

え られる。ス ポ
ー

ッ 義足の 成功 は新 しい 身体様式 の 確立、す なわ

ち義足 機能 と身体 ス キ ル との バ ラ ン ス を訓 練 に よ っ て 認 識 す る こ

とが可 能 に す る と考 える 。
【お わ りに 】「健康 で あ り続 け た い 」 と願 う思 い は誰 もが も っ て い

る。その 思 い を叶える た め に ス ポ
ー

ツ へ の 参加 は有効 な
一

手段 で

あ る 。 切 断者が心 身 と もに 健康で ある ため に、義肢装 具 士 は様 々

な 可能性 を提示する こ とで、トラ ッ クへ 、フ ィ
ー

ル ドへ 、海へ 山
へ 、ス ポ

ー
ツ 参加 へ の 扉 を広 く確実 に開 けて お く義務 がある と考

える。

下 腿 切 断 者 ス キーに対 す る ア プ ロ ーチ

O 小 池 雅 俊 1）、佐 々 木
一

彦 ／）、加藤直司 2）、石 原 正 博3）、芝 口］

泰郎4）

国立身体障害者リハ ビリテ
ー

シ ョ ン セ ン ター研究所 ユ），
NPO 法人 日 本チ ャ レ ン ジ ャ

ーズ ス ボ
ー

ッ 協会 2）．
東名 ブ レ ース 3），高崎義肢 4）

目的 ：下腿切 断者 がス キ
ーをする 際 の 障 壁 を取 り除 き、社会参加

の 機会 を拡大 する こ とを H 的 と し、障壁 を明確 に して ス キー用下

腿義足 に必要 な機能 と環境 の 検 討を行 う事 を目標 とした 。

方法 ：関西以北の 活動的 な切 断者 ユ52名を リス トア ッ プ し、郵送
に よ る 調 査 を行 い 障壁 の 分 類 を行 っ た 。 さ ら に ピ ッ ク ア ッ プ した

8例 に対 して は 面 接 ヒ ヤ リ ン グ を行 い 、専門職の 意見 と合 わ せ 解

決法 を整理 した 。

結果 ：郵 送 調 査 の 回 収率 は 6896で、うち記名 率 は 88 ％ （記名 は

任意）で あ っ た。全 体の 55％ が義足 を使 っ て 滑 っ てお り、ア ウ ト

リ ガ
ー

を使 っ て い る の は 13％ で あ っ た。義足 を使 っ て い る場合 に
は、懸垂や ア ラ イメ ン トの 問題 が多 く訴 え られ、ア ウ トリガ ー

の

場 合 に は移 動 の 問題 が 訴 え られ て い る 。また特 に義足 に靴 を履か

せ る際の 問題 が多 く、情報の伝達不十分 が見 受 けられ た。判明 し

た障壁 を分類 し、対応法を示 した 。 さらに こ の 中か ら初心者向け
の 情報 を パ ン フ レ ッ トに ま とめ 配 布 した。
考察 ：　 当初予想 した以上 の切 断者が 、ス キ

ー
に興味 を持 っ て い

る こ とが 判明 した が、多くの 障壁 に よ り不 十分 な状 態で ス キ
ー

を

行 っ て い る こ とは 予想 と 同 じで あ っ た。義足 を装 着 して 滑る 場合

もア ウ トリ ガーを使 う場 合 も、用 具の 選 択 の 時点が 最初の 障壁 と

な る 。こ れ ら初 心 者が ス キ
ー

をす る際 に 最低 限必 要な情報 を伝達
す る こ とが 切断者の ス キ ーを広 め る た め に最 も重 要 な点 とな る 。
障害者個 人が お こ なえる 対 応 と 義肢 製 作 施 設 で行 うべ き改 造、適

切な指導を受ける方法につ い て の 周知 が不可欠 となる。

国 立身体 障害者 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン セ ン タ
ー

学 院 リハ ビ リテーシ

ョ ン体育学科の 現状 と課題

○藤本茂記、梅崎多美、北村 昭子 （国立 身体障 害者 リハビ bJテ
ー
ション

セ）一
・・
）長 岡正 範 （川頁天 堂大 学大学院）

【は じめ に 】　 社会福祉施 設等で は、障害者 に対 する サ
ービ ス と

して 機能訓練及び レ ク リ エ ーシ ョ ン を提供す る こ と と して 、体 育
や ス ポーツ が行 わ れ て い る。こ の よ うな指導を行 う專 門職 の 養 成
の た め に、平成 3年 国 立 身体障害者 リハ ビ リテ ーシ ョ ン セ ン タ

ー
学 院に リハ ビ リテ

ー
シ ョ ン 体育学科 （以下、リハ 体育学 科 ）が創

設 され た。本研究 は、リ ハ 体育学科創設 時 の 教 育 構 想 と現状 との

相違点 を 明 らか に して い くなかで、リハ 体育学科 の 課題 につ い て

検討 を加 えた。
【方法】　 リ ハ 体育学科 の 現状 を把握 する た め、関係資料 及 び文

献等 に よ る調査 を実施 した。
【結果 】　 リハ 体育学科 の 卒業生 は 87名 を数 える （平成 14年 4月

時 点）。 卒 業研究 を領域 で 分類 する と、地 域 社 会 83 ％、次 い で 、
更生 施設等、病院で あ っ た。内 容 は、体 力 が 最 も多 く4Q ％、ス ポ
ー

ツの 技能33％、次い で 生 活の 質、心理社 会的問題 で あっ た。卒

業 生 の 就職先 は、高齢 者施設 が 最 も多 く15％、以下、身体障害

者 ・児施 設、知 的障害者 ・児施設、障 害 者ス ポ
ー

ッ セ ン ター、教

育機 関、病 院、健康 増 進 関連 施 設、幼 児施 設、障害者 ・児施設、
保健所 ・役所の順 で あ っ た 。

【ま とめ 】　 リ ハ 体 育学科 に お い て 実践 して きた 教 育 は、養 成 数
の 量 的 な而 を除けば、概ね、当初 の 理 念通 り行 えて い る と言 え る。
今後 は 、本 学科以外の 関連 す る職種 も含め て 、ス ポ

ー
ツの もつ 効

果 を明 らか に し、社会 にア ピール して ゆ く必要があろ う。
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